
世界最高水準の空港を目指して30

世界最高水準の空港を目指して特集

　ファストトラベル推進の新たな取り組みとして、全て
のターミナルに順次、自動手荷物預け機を本格導入す
る。これは、お客さま自身で手荷物タグを発行し、ベ
ルトコンベヤーとモニター付きの操作画面等を備えた
機器を利用して手荷物を預けるもので、「セルフバッグ
ドロップ」とも呼ばれる。導入に先立ち、第1ターミナル
北ウイングで2017年3月から実証実験を重ね運用状
況を検証してきた結果、お客さまの待ち時間の短縮、
チェックインカウンター周辺の混雑緩和など導入効果
が大きいことが実証された。
　これを機に自動手荷物預け機の本格導入の運びと
なり、2019年9月17日に第1ターミナル南ウイングで導
入したのを皮切りに、東京2020オリンピック・パラリ
ンピック競技大会までに、全ターミナルに合計72台が
順次導入されることとなった。
　また、自動チェックイン機と自動手荷物預け機を
利用したセルフサービス型の搭乗手続きを「Smart 
Check-in」と名付け、出発ロビーの中でも自動チェッ
クイン機と自動手荷物預け機を集中的に配置するエ
リアを「Smart Check-in」ゾーンと位置付けた。さら
に、お客さまへの案内表示もリニューアルして、「Smart 
Check-in」によるお客さま動線の円滑化を図るととも
に、航空会社の限られた人的リソースの最適化も促進
していく。

　自動手荷物預け機の本格導入により、空港の自動
チェックイン機でチェックインし、同時に手荷物タグを
発行する。それを自身の手荷物に付けて自動手荷物
預け機を利用する。かつてのように搭乗手続きカウン
ターに並ぶ必要がなくなることから、手続き時間・待
ち時間が短縮できる。
　自動手荷物預け機については、9月17日の第1ターミ
ナル南ウイングDゾーン（E側）に続き、10月28日には
第2ターミナルに導入した。第1ターミナル北ウイングな
らびに第3ターミナルでも順次導入する予定。また、こ
のサービスへの参加航空会社は現時点で15社を予定
しているが、今後、順次、取り扱いを拡大していく。な
お、国際線の搭乗手続きに自動手荷物預け機を本格
導入するのは国内の空港では成田空港が初めてとなる

（第3ターミナルでは国内線でも利用できる）。

保安検査の所要時間も短縮・効率化

　国際線の保安検査場では、効率性および快適性を
追求した保安検査の新コンセプトである“スマートセ
キュリティ”と、検査高度化に対応した先進的な保安機
器を順次導入していく。保安検査場エリアを従来の約
2倍に拡張し、機内持ち込み手荷物検査を行う最新式
保安検査レーンを設置。これにより、複数のお客さま
が同時に検査を受けるための準備ができるほか、再検

成田空港では、ファストトラベル推進を目標に掲げ、さまざまな取り組みを実施している。
2019年9月から自動手荷物預け機の本格運用がスタートしたほか、

2020年には、顔認証技術を用いた世界最先端の搭乗手続き「OneID」がスタートする。

ファストトラベル推進で利便性をさらに向上

OneID導入などで手続き所要時間を短縮

「OneID」の手続き（イメージ）。お客さまのスムーズな搭乗とスタッフの省力化・省人化が実現する

最初の手続き時に、パ
スポート及び搭乗情報
を顔情報と紐付ける

OneIDの手続き（イメージ）
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査が必要な手荷物だけを自動的に仕分ける仕組みを
備えることで、再検査の必要のないお客さまはスムー
ズに先に進むことができる。こうしたことから、処理能
力は最大50％アップすることが見込まれる。さらに、
荷物を載せるためのトレイは自動で入り口に戻される
ため、保安検査員の負担が軽減されるといったメリッ
トもある。
　　　　　　　　　　

◇

　これらの取り組みにより2019〜2021年度の中期経
営計画では、お客さまの手続き所要時間の短縮を目
指している。チェックイン時、セルフサービスの場合は
7分以内、有人カウンターの場合は20分以内。保安検
査では10分以内に短縮することを目指している（目標
は混雑時間帯〔夕方における平均〕）。また、入国審査
で、外国人の待ち時間を20分以内にすることを目標に
している。徹底したお客様第一主義に根ざした世界最
高水準の旅客体験価値の創造の実現を図る。

世界最先端のシームレスな空港手続き

　顔認証による個人識別技術が実用化したことを受
けて成田空港では同技術を用いた新しい空港手続き

「OneID」を導入する。お客さまが最初に立ち寄る空港
のタッチポイント（自動チェックイン機など）で、画面
のガイダンスに従って、顔情報の登録に同意した場合、
①お客さまの顔写真情報、②パスポート情報、③搭乗
券情報—が紐づけられ、認証用IDが空港システムに登
録される。その後のタッチポイントでは、顔認証により、
本人確認が行われ、パスポートや搭乗券などの提示を
省略することが可能となる。
　お客さまにとっては、パスポートや搭乗券などをい
ちいち提示する必要がなくなり、立ち止まることなく“顔
パス”で航空機に搭乗できるようになる。成田空港で
は、まず、第1ターミナル南ウイングを使用する全日本
空輸、第2ターミナルを使用する日本航空の協力を得

てOneIDの運用検証を実施。その後、順次参加する航
空会社と導入するターミナルを拡大していくことにして
いる。
　同様のシステムはシンガポール・チャンギ空港や米
国・アトランタ空港で本格導入が始まっているが、成
田空港ではさらに一歩進んだ技術を導入。保安検査場
の入り口と搭乗ゲートでは、歩きながら自動的に手続き
が行われ、ウォークスルーで通過できる仕組みとなる。
　これによりお客さまは、搭乗までの煩わしい手続き
が軽減され、スムーズに搭乗できるようになるととも
に、チェックポイントでの待ち時間が短縮されることに
なる。また、航空会社にとっては、手続きの自動化によ
り省力化・省人化が図られるのに加えて、本人確認の
精度が向上してテロ等の未然防止にも一層万全を期す
ことができるようになる。OneIDは東京2020オリンピッ
ク・パラリンピックまでに導入することとしており、最
先端技術によるイノベーションのショーケースとなる。
　なお、システムに登録された顔写真やパスポート等
のデータは、24時間以内に消去されるため、個人情報
が漏洩する恐れはない。

第1ターミナル南ウイングに設置された自動手荷物預け機
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